
●下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）とは
　中長期ビジョンは、上下水道局が運営する各事業の３０年先の将来を見据えた上で、「事業があるべき姿」、「事業が目指すべき姿」を考え、そこへ到達
するために、これから先の１０年間に「どのような具体的な施策」、「どのような具体的な取組」を行っていくのかをまとめた経営計画として策定するもの
です。

●経営審議会を開催しました
　中長期ビジョンの策定に向けて、下関市上下水道事業経営審議会を開
催しました。
　６月に第１回目を、１１月には第２回目を開催しました。第１回目では、中
長期ビジョン策定の趣旨や各事業の現状と課題について、第２回目では
中長期ビジョンの基本理念、基本方針及び基本施策について、連合自治
会などの下関で生活するお客さまの代表や経営の専門家、産業関係者と
いった委員の皆様に審議していただき、様々なご意見やご質問をいただ
きました。
※下関市上下水道事業経営審議会の開催状況は、ホームページで公表
しています。

●ウェットティッシュ・ティッシュペーパー
　ここ数年、ウェットティッシュを下水道に流し、管やポンプが詰まるトラブルが多く発生しています。トイレットペーパー
は、水にほぐれやすく作られていますが、ウェットティッシュやティッシュペーパーは水にほぐれにくいため、管やポンプが
詰まる原因になります。
　市販品の「トイレ用お掃除シート」の中には、ほぐれやすさの規格を満たしていない商品もあるため、管などが詰まる事
例も発生しています。
●油分・野菜くず
　油を流すと、管の内側に付着し、徐々に油の塊が大きくなると、管が詰まりやすくなります。また野菜くずなども管が詰
まったり、悪臭が発生したりする原因になります。
●タオル・下着類
　管やポンプのトラブルの原因がタオルや下着類の事例も見受けられます。タオルや下着類は絶対に下水道に流さない
でください。
●雨水
　下関市の公共下水道は、汚水と雨水を別々に流す「分流式下水道」で整備しています。宅地内の雨水を汚水管に流す
と、汚水が流れづらくなったり、逆流したりしてしまいます。
　また、道路のマンホールから汚水が溢れるなど、重大な事故につながる危険性があります。

●時代に適合した上下水道を構築するために
　将来にわたって皆様に安全・安心な水をお届けし、安定した下水処理を
行うためには、地震や大雨などの自然災害が発生した時でも、断水や陥
没が起きないように、老朽化した施設や管路を定期的に更新していく必
要があります。
　中でも市内で使われている約８０％の水道水を浄水している長府浄水
場は、建設から７０年以上が経過しており、現在施設の更新工事を進めて
います。施設の更新には多額の費用を要すため、今後、大変厳しい財政状
況となることが見込まれます。

※長府浄水場施設見学＜一時中止＞のお知らせ
　長府浄水場では、事前にお申込みをいただいた方に、施設見学を
行っておりましたが、工事中のため、見学を一時中止させていただい
ております。
　再開につきましては、新・長府浄水場完成後（令和19年度以降）を
予定しております。
　ご理解いただきますようお願いいたします。
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下関市　トラップますの清掃について
下水道のポンプに詰まったウェットティッシュ等 下水道管に詰まった油脂

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

つまりを防止するため、ホームページで
トラップますの清掃方法を紹介しています。
ぜひご覧ください。
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